
議会だより

第25号
平成24年5月1日発行

発行：多気町議会
編集：議会広報特別委員会
住所：〒519-2181
三重県多気郡多気町相可1600
TEL：0598-38-1120
http://www.town.taki.mie.jp/chousei/gikai.html

9議会のうごき

5議会リポート

10次回定例会

10たきの風

C O N T E N T S
町民の税金
　の行方は！！ 2-3
こんなことが
　決まりました 4

インタビュー
　多気のまちかどから 10

5一部事務組合より

6-9
一般質問
　定例会一般質問

The Taki Town
Council Newsletter

新しい環境で楽しく！
開館した児童館と
くすのき作業所

放課後児童クラブ
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 主な歳入 財　源  （　）内は前年比

町　債（町の借金）

主に建設事業に充てるために
借り入れる借金

７億円
（＋２億円）

使用料等
事業に対する地元負担金や施
設の使用料など

１億８，０００万円
（＋１８４万円）

地方交付税
行政運営に国から交付される
お金

２０億５，０００万円
（＋４億円）

繰　入　金
基金（町の貯金）の取り崩しや
他会計から繰り入れるお金

４億４，２４４万円
（－１億１，０５８万円）

町　税
町民税や固定資産税等の税金

２４億５４２万円
（－１億６，７３９万円）

国・県支出金
国・県が負担するお金

７億２，９４５万円
（－１，０８０万円）

平成24年度予算決まる平成24年度予算決まる

用 語 説 明
自主財源 依存財源 義務的経費 投資的経費
町税、使用料、手数料、財
産収入など町が自主的に
調達できる財源。

国や県の基準に基づき交
付されたり、割り当てられ
たりする収入。

その支出が義務付けられてい
て、任意に削減することが難
しい経費のことをいいます。

道路、橋梁、学校、公園等各種社会
資本整備に要するものであり、支出
の効果が長期にわたる経費です。

一般会計歳入予算の内訳一般会計歳出予算の内訳

依存
財源

自主
財源

義務的
経費

投資的
経費

その他
の経費

町民税や
固定資産税等の税金
２４億５４２万円

使用料等（分担金及び
負担金＋使用料及び手数料）
１億８，０００万３千円

その他（財産収入＋寄附金＋
繰入金＋繰越金＋諸収入）
６億６６０万７千円

行政運営に国や県から
交付されるお金
２３億４，６９０万２千円

国・県が負担するお金
７億２，９４５万６千円

事業推進のための借金
７億円

４５．８％

４５．３％

１５．７％

３９．０％

54.2％

人件費
１１億６，９５７万７千円

扶助費
８億２，１５５万２千円

公債費
７億２，５０１万８千円

普通建設事業費
１０億９，５４３万５千円

物件費
１０億５，７８３万６千円

補助費等
１０億６，５０６万５千円

その他
１０億３，３９０万５千円

６９億６，８３８万８千円６９億６，８３８万８千円
合　計合　計
歳 入歳 出

基金（預金） 平成23年度決算見込み 町債（借金） 平成23年決算見込み

４３億８，４５２万円（＋３億６，９８９万円） １３８億５，９６６万８千円（－２，５３１万１千円）

千円以下切りすて



多気町議会だより　第25号3

　

８，３８６万円 （－６８３万円）
▪議会人件費  ６，１７１万円
▪運営経費（議会だより 等）  ３５９万円

１９億３，２９９万円 （－２億１，６３９万円）
▪くすのき作業所指定管理費  ５５０万円
▪児童館運営事業費（放課後児童クラブ、子育て支援、相談
　サポート、ファミリーサポート 等）（新規）  ２，３６２万円
▪児童手当  ２億２，７５５万円
▪福祉事務所（生活保護、児童福祉、母子及び寡婦福祉、
　児童扶養手当、特別障害者手当　等）　１億８，８５５万円

３億３，４０７万円 （＋４，９２４万円）
▪水田農業推進対策事業  ２，６４０万円
▪新しい農業者育成研修制度補助金 １８０万円
▪畜産業振興費  ３６１万円
▪鳥獣被害対策事業費  ７１２万円
▪林業振興費（森林環境創造事業）  １，５００万円
▪林業振興費（竹林整備事業補助金）  ７０万円

８億８，８９８万円 （＋１億６９９万円）
▪道路新設改良費  １億140万円
▪道路維持費  ９，８４７万円
▪橋梁長寿命化（耐震）工事  ９，０００万円
▪下水道費（特別会計へ）  ４億３，０５５万円
▪地籍調査費  ３，５１９万円

1０億７，２３４万円 （＋４億２８万円）
▪勢和学校給食センター改修事業費  ４億４，４１８万円
▪農業者トレーニングセンター屋根改修工事請負費 

 １，４６０万円

８億９，０８８万円 （－１，２２１万円）
▪町長、副町長給与費  ３，０８６万円
▪町民バス運行費  ２，７０２万円
▪個別受信機整備事業（新規）  １億１，００５万円
▪総務電算システム経費  ４，８２１万円

６億２，５９４万円 （＋４，８３１万円）
▪乳幼児等予防接種助成金  １，６６０万円
▪インフルエンザ予防接種助成金  ４６８万円
▪高齢者肺炎球菌予防接種助成金  １０９万円
▪ロタウイルス予防接種助成金  １０２万円
▪子宮頸がん等予防接種  １，９１３万円
▪美化センター運営費  1億３，905万円
▪RDF負担金  １億２７５万円

６，６４４万円 （＋１，２８２万円）
▪情報発信番組事業委託金（新規）  １，９７２万円
▪おいないまつり事業補助金  ２３０万円
▪水銀鉱跡駐車場整備工事  ２８０万円
▪自転車振興事業費（新規）  ３４７万円
▪商工業振興費（商工団体育成補助金）  ９００万円

３億３，７８２万円 （－２，５６９万円）
▪広域消防組合負担金  ２億８，７０２万円
▪消防団経費  ４，３８３万円
▪消火栓用格納ボックス購入費  111万円

７億２，５０１万円 （－５８６万円）
▪合併特例債償還金  １億７，８３７万円
▪臨時財政対策債償還金  １億４，０９２万円
▪利子  １億１６７万円

議 会 費

民 生 費

農 林 水 産 費

土 木 費

教 育 費

総 務 費

衛 生 費

商 工 費

消 防 費

公 債 費

 主な歳出 使いみち  （　）内は前年比 千円以下切りすて

千円以下切りすて

児童館子育て支援センター

当初予算
国民健康保険特別会計 １６億９，０４８万円
後期高齢者医療保険特別会計 ３億９９５万円
介護保険特別会計 １４億３，５２１万円
住宅新築資金等貸付特別会計 １，５０２万円
農業集落排水事業特別会計 ２億３２０万円
個別合併処理浄化槽整備事業特別会計 １億４，５４２万円
郡指導主事共同設置事業特別会計 １，１３６万円
水道事業会計 ６億９，５３７万円
工業用水道事業会計 ４，７９１万円
下水道事業会計 ４億７，９７５万円
　　　　　　合　計 ５０億３，３６７万円

◆ 特別会計・企業会計予算
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第
１
回
定
例
会　

３
月
７
日
～
２３
日　

第
１
回
臨
時
会　

２
月
２３
日

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

山
本　

万
人
氏（
朝
柄
）

任
期

　

平
成
２４
年
７
月
１
日

～
２７
年
６
月
３０
日

○
小
規
模
作
業
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

新
施
設
設
置
に
伴
う
改
正

○
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

○
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及

び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例

　

町
長　
　

７
４
０
，０
０
０
円

　

副
町
長　

５
７
０
，０
０
０
円

○
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
条
例

　

教
育
長　

５
２
０
，０
０
０
円

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

　

親
族
の
範
囲
の
拡
大

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　

住
所
の
変
更

○
介
護
保
険
条
例

　

保
険
料
率
の
改
正

○
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金

徴
収
条
例

　

▪
県
営
農
地
整
備
事
業３０

％
以
内

　

▪
県
営
水
利
施
設
整
備
事
業

３０
％
以
内

○
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
農
業
集
落
排
水
事
業
整
備
基

金
条
例

　

事
業
の
修
了

○
多
気
町
団
体
事
業
の
終
了
営

農
業
集
落
排
水
整
備
支
援

事
業
減
債
基
金
条
例

　

事
業
の
終
了

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

※
ふ
れ
あ
い
の
館

　
（
㈱
川
原
製
茶
）　

人　

事

条
例
の
全
部
改
正

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
廃
止

　

平
成
24
年
4
月
1
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

※
勢
山
荘
他 

　
（
丹
生
大
師
の
里
管
理
組
合
）

平
成
24
年
4
月
1
日
～

平
成
26
年
3
月
31
日

○
平
成
２３
年
度　

児
童
館
建
設

工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締

結

　

外
構
工
事
等
追
加
工
事

○
平
成
２２
年
度
（
繰
越
）　

小
規

模
作
業
所
建
設
工
事
の
変
更

請
負
契
約
の
締
結

　

外
構
工
事
等
追
加
工
事

○
４
１
５
５
号（
波
多
瀬
）他３

路
線

○
２
６
４
４
号（
兄
国
）他

９
路
線

○
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当

組
合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

　

組
織
変
更
の
た
め

他

工
事
請
負
契
約
の
変
更

指
定
管
理
者
の

　
　
　

指
定
に
つ
い
て

補　正 予算総額

一 般 会 計 ４，６７２万円 ７４億６，８３９万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ４，２２６万円 １７億２，０２３万円

後期高齢者医療保険特別会計 ７２万円 ２億９，４７９万円

介 護 保 険 特 別 会 計 －３，１００万円 １４億５，９２４万円

住宅新築資金等貸付特別会計 －１１０万円 ２，１３８万円

農業集落排水事業特別会計 －３８１万円 ２億１，２９５万円
戸 別 合 併 処 理 浄 化 槽
整 備 事 業 特 別 会 計 －３，０９３万円 １億２，４５０万円

水 道 事 業 会 計 －５００万円 ８億６，１８６万円

下 水 道 事 業 会 計 －１億９，１５２万円 ９億１，５５７万円

平成２３年度会計補正予算

そ
の
他

町
道
の
認
定

町
道
認
定
路
線
の
廃
止
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の
び
の
び
パ
ー
ク
天
啓
の
一
角
に

建
設
を
進
め
て
い
た
２
つ
の
福
祉
施
設

「
た
き
児
童
館
」
と
小
規
模
作
業
所

「
く
す
の
き
作
業
所
」
が
開
館
し
ま
し

た
。

　

児
童
館
は
、
平
成
２３
年
度
「
児
童
厚

生
施
設
等
整
備
事
業
」「
安
心
こ
ど
も

基
金
保
育
基
盤
整
備
事
業
」
に
よ
り
、

総
額
１
億
４
千
万
円
の
事
業
費
を
か

け
て
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
床
面
積
約

５
９
２
㎡
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
も
ち
、「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
広
場
」
と「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」
の
２
部
屋
の
他
、
多
目

的
室
と
事
務
室
が
あ
り
、
幼
児
や
児
童

が
の
び
の
び
と
安
全
に
楽
し
く
学
び
遊

べ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
環
境
に
配
慮
し
「
あ
か
ね
材
」の
活

用
や
全
館
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
で
室
内
が

と
て
も
明
る
く
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の

健
康
に
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
９
㎾
の
太
陽
光
発
電
の
設
備
で
省

エ
ネ
対
策
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
で
訪
問
し
た
時
は
春
休
み
中

で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
十
数
人
が
、
素
足
で
グ
ラ
ン
ド
に
出

て
石
拾
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
前
日
の

雨
で
で
き
た
水
溜
ま
り
の
泥
遊
び
で
は

し
ゃ
ぎ
ま
わ
り
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

児
童
館
に
隣
接
し
て
新
設
さ
れ

た「
く
す
の
き
作
業
所
」
は
、
平
成

２２
年
度
に
移
転
が
計
画
さ
れ
「
き
め

細
か
な
交
付
金
事
業
」
に
よ
り
総
額

５
千
６
０
０
万
円
を
か
け
て
新
築
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
作
業
所
は
、
児
童
館

同
様
全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
２
つ
の
作
業

室
も
た
い
へ
ん
明
る
く
、
ま
た「
あ
か

ね
材
」
が
い
た
る
所
に
使
わ
れ
て
い
て
柔

ら
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

入
所
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
初
日
と
あ
っ

て
少
し
戸
惑
い
気
味
で
し
た
が
、
話
し

か
け
る
と
、
返
っ
て
き
た
笑
顔
と
言
葉

に
和
ら
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
所
は
増
改
築
の
繰

り
返
し
で
、
必
ず
し
も
い
い
環
境
と
は

云
い
難
い
状
況
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
の

新
装
成
っ
た
施
設
の
環
境
に
一
日
も
早

く
馴
れ
、
施
設
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議 会 リ ポ ー ト

天
啓
の
丘
に
新
設
の
２
福
祉
施
設
が
誕
生 

４
月
２
日
オ
ー
プ
ン『
た
き
児
童
館
』と『
く
す
の
き
作
業
所
』

宮
川
福
祉
施
設
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会
２４
年
３
月
９
日

○
平
成
２３
年
度
補
正
予
算（
第
２
号
）

１
億
３
７
９
万
円

○
平
成
２３
年
度
サ
ー
ビ
ス
事
業　

　

補
正
予
算（
第
２
号
）

３
億
７
，
３
２
４
万
円

○
平
成
２４
年
度
予
算

　

１
億
５
０
６
万
円

○
平
成
２４
年
度
サ
ー
ビ
ス
事
業

予
算　

３
億
５
，
３
４
１
万
円

松
阪
地
区
広
域
衛
生
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会
２４
年
３
月
８
日

○
平
成
２３
年
度
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
後
の
総
額

３
億
１
，
６
１
７
万
円

○
平
成
２３
年
度
市
町
分
担
金
の

　

変
更
に
つ
い
て　

最
終
分
担
金

　

２
，
６
３
１
万
円（
多
気
町
）

○
平
成
２４
年
度
予
算

　

３
億
１
１
９
万
円

○
平
成
２４
年
度
市
町
分
担
金
に
つ
い
て

２
，
５
７
７
万
円（
多
気
町
）

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会
２４
年
３
月
８
日

○
平
成
２３
年
度
補
正
予
算（
第
２
号
）

２７
億
７
，
９
２
４
万
円

○
平
成
２３
年
度
市
町
分
担
金
の

変
更
に
つ
い
て　

最
終
分
担
金　

３
億
３
，
１
４
４
万
円（
多
気
町
）

○
平
成
２４
年
度
予
算

　

２６
億
８
，
１
４
１
万
円

○
平
成
24
年
度
市
町
分
担
金
に
つい
て

　

２
億
８
，７
０
２
万
円（
多
気
町
）

多
気
町
松
阪
市
学
校
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会　

24
年
３
月
２６
日

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
後
総
額　

８
，
０
８
８
万
円

○
平
成
24
年
度
予
算

総
額　

９
，
０
８
３
万
円

多
気
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

管
理
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会
24
年
３
月
26
日

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
後
総
額　

１
億
１
，
３
９
１
万
円

○
平
成
24
年
度
予
算

　

総
額　

１
億
１
，
４
２
４
万
円

香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域

連
合
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会
24
年
２
月
24
日

　

○
平
成
24
年
度
予
算

総
額　

８
億
８
，
２
７
８
万
円

松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務

組
合
議
会

第
１
回
定
例
会　

平
成
24
年
２
月
８
日

　

○
平
成
２３
年
度
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
後
の
総
額

５
億
６
，
４
８
６
万
円

○
平
成
２４
年
度
予
算

４
億
４
，
９
５
９
万
円

一
部
事
務
組
合
よ
り

（
表
紙
写
真
）
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町
有
地(

道
路
等)

の
中
に
、
個
人
名

義
の
部
分
が
あ
り
危
惧
す

る
が
、
現
状
把
握
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

　

未
登
記
地
の
判
明
に
地

籍
調
査
が
有
効
な
手
段
と

考
え
る
が
、
進
め
方
は
ど

う
か
。（

総
務
税
務
課
長
）

過
去
の
道
路
工
事

の
際
、
地
権
者
の
好
意
で

道
路
と
な
っ
た
部
分
が
未

登
記
と
な
っ
て
お
り
、
多
気

地
域
で
２
～
３
０
０
件
、
勢

和
地
域
で
３
０
０
件
を
確

認
し
て
い
る
。

　

対
応
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
時
、

地
籍
調
査
等
で
判
明
し
た

所
か
ら
登
記
を
進
め
た
い
。

（
勢
和
振
興
事
務

所
長
）

地
籍
調
査
は
、
平
成
２６
年

で
勢
和
地
域
が
終
わ
り
、

続
い
て
長
谷
地
区
よ
り
進

め
る
予
定
。

（
町
長
）

日
本
列
島
改
造
論

の
頃
、
た
く
さ
ん
の
道
路

を
造
る
な
か
、
相
続
関
係

及
び
書
類
不
備

等
が
重
な
り
そ

の
ま
ま
放
置
さ

れ
た
。
早
急
な

解
決
は
難
し
い

が
、
登
記
の
出

来
る
部
分
よ
り

進
め
る
。

　

地
籍
調
査
は

多
気
地
域
も
進

め
る
が
、
地
権

者
の
協
力
が
前

提
と
考
え
る
。

多
気
美
化
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
・

勢
和
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
平
成
３２
年

閉
鎖
を
踏
ま
え
、
ご
み
処

理
の
方
向
性(

方
法
・
時
期)

を
問
う
。（町

長
）

町
単
独
で
な
く
、

広
域(

多
気・大
台・大
紀
町)

で
の
方
向
で
、
施
設
場
所
・

運
営
等
を
平
成
２４
年
・
２５

年
に
三
町
で
協
議
し
、
２６

年
よ
り
具
体
的
な
調
査
と

考
え
て
い
る
。

ど
う
す
る
、
未
登
記
の
町
有
地

登
記
を
進
め
て
い
く

答

前
川
　
勝 

議
員

第
１
回
定
例
会　

7
人
が
一
般
質
問

は
い
！！

質 

問

中
森
　
一
秀 

議
員

乳
幼
児
感
染
症
の

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス（
※

参
照
）
を
予
防
す
る
た
め

に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
確

実
な
予
防
策
で
あ
る
が
、

そ
の
接
種
費
用
は
１
回

１
万
４
千
円
と
高
額
で
、

自
己
負
担
の
任
意
接
種
で

あ
り
２
回
の
経
口
投
与
が

必
要
。
対
象
年
齢
の
乳
幼

児
を
も
つ
家
庭
に
は
負
担

が
重
い
。
町
の
助
成
措
置

を
望
む
が
ど
う
対
処
す
る

か
聞
き
た
い
。

（
町
長
）

県
内
の
他
町
に
先

駆
け
平
成
２４
年
度
か
ら
予

算
化
し
、
１
回
当
た
り
上

限
７
千
円
を
助
成
す
る
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
町
を
め
ざ
し
て
い
く
。
か

か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
と

相
談
し
て
ほ
し
い
。

町
社
会
福
祉
事
務

所
新
設
１
年
そ
の

後
と
町
の
生
活
保
護
の
実

態
と
就
職
支
援
対
策
は

（
福
祉
事
務
所
長
）

事
務
所
の
業
務
は

滞
り
な
く
運
営
し
て
い
る
。

生
活
保
護
は
、
５５
世
帯
７７

人
。
就
業
支
援
対
策
は
、

庁
内
会
議
で
様
々
な
ケ
ー
ス

を
検
討
し
な
が
ら
横
の
連

携
を
と
り
つ
つ
多
角
的
に
対

応
し
相
談
や
診
断
を
行
な
っ

て
い
る
。

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
＝
毎
年

冬
か
ら
春
先
に
多
発
す
る
胃
腸

炎
。
感
染
力
が
強
く
、
５
歳
ま

で
に
ほ
ぼ
全
員
が
か
か
る
。
激
し

い
嘔
吐
や
下
痢
が
特
徴
で
、
年

間
約
８０
万
人
が
受
診
し
、
約
１

割
は
重
い
症
状
で
入
院
す
る
。
知

的
障
害
な
ど
が
残
る
脳
症
に
な

る
場
合
も
あ
る
た
め
要
注
意
。
ワ

ク
チ
ン（
経
口
）接
種
が
確
実
な

予
防
策
で
、
新
し
く
承
認
さ
れ

た「
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
」の
場
合
、
生

後
６
～
２４
週
ま
で
に
２
回
の
接
種

が
必
要
。

　
【
毎
日
新
聞「
質
問
な
る
ほ
ド
リ
」

コ
ー
ナ
ー
よ
り
引
用
】

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
に
町
の
助
成
を

平
成
２４
年
度
か
ら
、
１
回
当
た
り

７
千
円
を
助
成
す
る

答

地籍調査完成検査の様子

将
来
の
ご
み
処
理
計
画
は

町
単
独
で
な
く
広
域
で

答
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猪
、
鹿
等
に
よ
る

被
害
に
つ
い
て
は
、

農
家
は
自
力
で
対
策
を
講

じ
て
き
た
。
こ
こ
数
年
は

国
の
助
成
措
置
の
も
と
、

２３
年
度
は
大
規
模
予
算
を

組
み
、
防
除
柵
の
設
置
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

設
置
作
業
は
地
区
を
主
体

に
協
働
作
業
で
行
う
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
相
互
扶

助
の
地
域
づ
く
り
を
思
い

起
こ
し
、
そ
れ
を
再
確
認

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
付
き

伺
う
。
多
気
町
の
今
後
の

被
害
の
動
向
は
ど
う
見
極

め
て
い
る
の
か
、
ま
た
対

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　

今
回
共
同
設
置
し
た
防

除
柵
の
評
判
は
良
い
と
み

て
い
る
が
協
働
作
業
が
難

し
い
地
域
に
つ
い
て
は
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

　

防
除
柵
に
は
金
属
の
反

射
が
あ
り
効
果
的
で
は
あ

る
が
美
し
い
里
山
の
景
観

を
害
し
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
、
美
し
い
町
づ
く

り
条
例
推
進
の
中
、
整
合

性
を
い
か
に
保
つ
か
。

　

庁
内
に
は
他
部
門
に

専
門
官
を
配
置
し
て
い
る

が
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
専

門
官
を
配
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。（

産
業
環
境
課
長
）

多
気
町
鳥
獣
害
防

止
総
合
対
策
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
、
広
域
的
に
行

う
国
庫
補
助
事
業
と
、
個

人
や
数
名
が
共
同
で
行
う

町
単
事
業
に
よ
り
実
施
し

て
い
く
。
勢
和
地
域
の
防

除
柵
の
完
成
に
よ
り
、
津

田
地
区
や
佐
奈
地
区
で
の

被
害
の
増
加
を
懸
念
す
る
、

町
内
全
域
を
計
画
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

協
働
作
業
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
地
区
も
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
業
者
に
施
工

さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
協
働

で
進
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

金
属
反
射
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。
専
門
官
の
配

置
に
つ
い
て
は
猟
友
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
対
処
し
て

お
り
配
置
は
考
え
て
な
い
。

吉
田
　
勝 

議
員

中
西
　
敏
雄 

議
員

現
在
の
多
気
町

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

１
２
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

次
の
よ
う
な
問
題
点
等
が

あ
り
改
善
を
望
み
た
い
。

　

文
字
放
送
「
イ
ン
フ
ォ

た
き
」
の
１
画
面
表
示
時

間
が
現
在
３０
秒
～
１
分
と

な
っ
て
お
り
長
す
ぎ
る
。

せ
め
て
１５
秒
程
度
に
な
ら

な
い
か
。
ま
た
文
字
お
よ

び
背
景
の
色
使
い
が
多
過

ぎ
文
字
が
読
み
づ
ら
い
、

も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
。

　

動
画
放
送
「
ホ
ッ
ト
ｉ
た

き
」
に
視
聴
者
投
稿
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
動
画
放
送

を
に
ぎ
や
か
に
し
て
は
。

　

現
在
の
放
送
内
容
は
ほ

と
ん
ど
が
イ
ベ
ン
ト
、
行

事
案
内
で
あ
り
、
町
の
施

策
方
針
等
に
関
す
る
も
の

が
弱
い
。
啓
蒙
的
な
内
容

を
望
み
た
い
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え

る
た
め
に
企
業
広
告（
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
）
を
放
送
し
て

は
ど
う
か
。

　

以
上
５
点
の
質
問
を
し

ま
す
が
、
多
気
地
域
で
は

ま
だ
加
入
率
が
低
く
、
途

中
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え

た
く
な
る
よ
う
な
内
容
で

は
加
入
率
は
伸
び
な
い
。

　

誰
も
が
見
た
く
な
る
よ

う
な
番
組
、
見
な
け
れ
ば

損
す
る
と
な
れ
ば
自
然
と

加
入
率
は
ア
ッ
プ
す
る
、

そ
の
よ
う
に
期
待
す
る
。

（
企
画
調
整
課
長
）

毎
年
放
送
番
組
審

議
会
を
開
催
し
て
委
員
の

皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
各
方
面
か
ら
頂

い
た
意
見
を
参
考
に
し
て
、

２４
年
度
は
新
た
な
５
つ
の
番

組
と
特
別
番
組
を
放
送
し

て
い
く
。

　

１
画
面
の
表
示
時
間
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

文
字
お
よ
び
背
景
に
つ
い
て

は
作
成
担
当
課
に
シ
ン
プ
ル

に
な
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

動
画
投
稿
に
つ
い
て
は
番

組
の
制
作
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
く
意
味
に
お
い
て
も
大

切
こ
と
で
あ
り
今
後
の
検

討
課
題
と
考
え
る
。

　

企
業
広
告
は
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
近

隣
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討

す
る
。

町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
内
容
の
改
善

及
び
充
実
を
望
む

四
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
も
な
い

番
組
内
容
を
変
更
す
る

答

獣
害
対
策
の
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
は

今
後
も
国
の
総
合
対
策
事
業
及
び

町
単
事
業
に
よ
り
防
除
柵
の
整
備

と
個
体
数
の
減
少
に
取
り
組
む

答

ケーブルテレビ編集作業

進む防除柵の設置（勢和）



多気町議会だより　第25号 8

中
西
　
眞
喜
子 

議
員

２
月
１９
日
、
県
内

全
２９
の
市
町
が
競

う
「
第
５
回
美
し
国
三
重

対
抗
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ
、

我
が
多
気
町
は
、
町
の
部

で
５
位
入
賞
、
前
回
よ
り

記
録
も
上
回
る
す
ば
ら
し

い
結
果
で
あ
り
、
応
援
の

我
々
も
精
一
杯
力
を
こ
め

た
。
関
係
者
各
位
の
皆
様

に
感
謝
の
拍
手
で
あ
っ
た
。

「
最
後
ま
で
全
力
で
駆
け

抜
け
ろ
多
気
町
」
の
幕
が

輝
い
て
い
た
。
中
学
生
の

頃
の
発
育
は
、
よ
き
指
導

者
を
得
る
こ
と
で
、
心
身

共
に
健
や
か
に
伸
び
る
も

の
だ
と
感
動
を
覚
え
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
陸
上
部

を
目
ざ
す
生
徒
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。
し
か
し

勢
和
中
学
校
に
は
陸
上
部

が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

他
に
も
、
我
が
町
に
は
、

小
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
県
大
会
優
勝

と
か
、
剣
道
も
全
国
大
会

出
場
等
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

聞
き
す
る
が
、
中
学
の
部

活
動
に
「
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

部
」
や
「
女
子
剣
道
部
」
は

な
く
、
人
生
で
一
番
の
伸

び
ざ
か
り
に
部
活
動
の
果

た
す
役
割
は
重
要
だ
と
信

じ
る
者
と
し
て
、
今
の
能

力
を
よ
り
一
層
伸
ば
せ
る

方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

（
教
育
長
）

こ
の
４
月
か
ら
完

全
実
施
さ
れ
る
中
学
校
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、
部

活
動
が
学
校
教
育
の一
環
と

な
り
こ
れ
ま
で
よ
り
重
要

な
位
置
付
け
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
生
徒
数
・
教
員

数
の
減
少
か
ら
、
と
り
わ

け
勢
和
中
で
は
希
望
の
部

が
設
置
で
き
な
い
、
部
員

数
が
少
な
く
試
合
形
式
の

練
習
が
で
き
な
い
な
ど
課

題
が
あ
る
。
部
活
動
へ
は

教
育
委
員
会
と
し
て
、
施

設
設
備
の
整
備
、
活
動
補

助
金
、
バ
ス
輸
送
補
助
な

ど
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
的
な
指
導
の
で
き
る

外
部
指
導
者
導
入
の
た
め

の
支
援
を
し
て
い
る
。

　

学
校
の
部
活
動
に
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に

よ
り
、
地
域
の
み
ん
な
で
子

ど
も
達
を
育
て
て
い
く
体

制
が
あ
り
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
。

西
村
　
茂 

議
員

松
阪
市
長
が
「
香

肌
奥
伊
勢
資
源
化

広
域
連
合
組
合
」
を
単
独

で
構
成
市
町
か
ら
平
成
２７

年
に
離
脱
す
る
と
表
明
さ

れ
た
。
同
協
議
会
で
は
離

脱
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の

対
応
と
関
係
３
町
の
負
担

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

次
に
今
、
国
で
は
東
北

の
震
災
が
れ
き
処
理
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
多
気
町

と
し
て
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

２
年
ほ
ど
前
に
松

阪
市
長
よ
り
口
頭
で
離
脱
の

話
は
あ
っ
た
。
そ
の
後
本
年

１
月
２３
日
に
松
阪
市
か
ら

文
書
に
よ
り
離
脱
表
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
条
件
は
公
債

費（
建
物
の
借
金
）の
負
担

は
す
る
が
そ
の
他
県
協
議
会

の
負
担
金
、
処
分
場
管
理

費
、
関
係
市
町
負
担
金（
定

率
割
・
人
口
割
）、
建
物
撤

去
費
用
等
の
支
払
い
は
し
な

い
と
の
申
し
入
れ
で
あ
り
、

私
も
含
め
関
係
町
長
、
議

員
も
唖
然
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
も
し
離
脱
を
認
め

れ
ば
残
っ
た
３
町
の
負

担
増
は
約
１０
億
円
に

な
り
認
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
。

　

ま
た
地
方
自
治
法

で
、
こ
の
よ
う
な
広

域
で
取
り
組
む
事
業

の
加
盟
・
解
散
に
つ
い

て
は
、
関
係
各
自
治

体
の
議
会
議
決
を
も
っ

て
、
県
の
広
域
連
合
会

で
議
決
を
し
て
知
事
に

申
請
す
る
と
な
っ
て
い

る
、
松
阪
市
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
。

　

東
北
の
震
災
が
れ
き
処

理
に
つ
い
て
は
県
の
町
村
会
、

市
長
会
合
同
会
議
で
放
射

性
レ
ベ
ル
の
安
全
性
の
基
準
、

安
全
に
処
理
す
る
手
順
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
廃
棄
物
の
運

搬
や
焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

保
管
の
基
準
等
整
備
さ
れ
る

事
を
確
認
し
た
。
追
加
と

し
て
最
終
処
分
先
の
確
保
そ

し
て
万
一
受
け
入
れ
に
よ
る

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の

賠
償
な
ど
を
整
理
し
安
全

性
が
確
保
で
き
れ
ば
、
多
気

美
化
セ
ン
タ
ー
で
燃
や
せ
る

も
の
で
あ
れ
ば
応
援
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

ど
う
す
る
松
阪
市
の「
Ｒ
Ｄ
Ｆ
」離
脱

離
脱
に
な
れ
ば
３
町
の
負
担
増
は

約
１０
億
円
に
な
る

答

中
学
生
の
部
活
動
に

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
連
携
と
支
援
を

外
部
講
師
の
導
入
を
検
討
す
る

答

香肌奥伊勢資源化広域連合組合（RDF）

ジュニアクラブの夜間練習
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2月　February

21日
２2日
２3日

議会運営委員会
三重県町村議会議長会理事会
第１回議会臨時会

5日
6日
6日
１3日
17日

議会広報特別委員会
小学校入学式
中学校入学式
議会広報特別委員会
県議長会理事会

3月　March

１日
7～23日

9日
16日
22日
23日

議会運営委員会
第１回議会定例会
中学校卒業式
小学校卒業式
児童館・小規模作業所竣工式
議会広報特別委員会

4月　April

西
川
　
浩 

議
員

町
外
の
大
手
農
業

生
産
事
業
者
に

よ
る
農
地
の
利
用
権
設
定

（
小
作
契
約
）
が
増
え
て

い
る
が
、
参
入
に
よ
る
町

内
農
業
の
空
洞
化
を
危
惧

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ほ
場
整
備
さ

れ
た
良
い
農
地
だ
け
借
り

て
、
小
さ
な
田
や
、
草
刈

り
面
積
の
大
き
な
手
間
の

か
か
る
条
件
の
悪
い
田
の

耕
作
放
棄
が
、
ま
す
ま
す

進
む
の
で
は
な
い
か
。

　

町
内
の
営
農
組
合
、
担

い
手
農
家
へ
の
更
な
る
支

援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）

町
内
の
担
い
手
農
家
の
受

託
能
力
を
越
え
る
耕
作
依

頼
が
あ
る
現
状
で
は
、
農

業
を
守
る
と
言
っ
た
観
点
か

ら
も
町
外
生
産
法
人
の
参

入
は
避
け
ら
れ
な
い
時
期
に

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
条
件
の
良
い
農

地
だ
け
を
抜
い
て
い
く
よ
う

な
利
用
権
設
定
を
し
な
い

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

（
産
業
環

境
課
長
）

町
の
財
政
状
況
や

他
業
種
と
の
補
助

金
制
度
、
政
策
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
現
在
の
支
援

体
制
が
限
度
で
あ

り
適
切
と
考
え

る
。

（
町
長
）

生
産
、
加
工･

販

売
、
六
次
産
業
化
を
推
進

し
、
利
益
と
雇
用
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。

　

集
落
営
農
組
織
に
よ
る
、

規
模
拡
大
、
六
次
産
業
参

入
が
理
想
で
あ
る
が
、
現

状
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
、
こ
の
部
分
を

支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る

町
外
の
大
規
模
農
産
事
業
者
参
入

に
よ
る
町
内
農
業
の
空
洞
化
を

危
惧
す
る
が
、
ど
う
か

集
落
営
農
の
さ
ら
な
る
推
進
と
若
手

農
業
者
の
育
成
が
必
要
で
あ
る

答

挨拶する西川議長

子育て支援センターの親子合唱

生産法人の大型農機



▽
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
ボ
ー
ル
）っ
て
ど
ん
な

チ
ー
ム
で
す
か
。

☆
昭
和
51
年
に
結
成
し
た
歴
史
の
あ
る
チ
ー

ム
で
す
。
今
年
で
36
年
目
と
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
地
区
婦
人
会
の
親
睦
を
目
的
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
マ
マ
さ
ん
チ
ー

ム
と
し
て
外
城
田
小
学
校
校
区
の
既
婚
の

女
性
が
主
体
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
多
気
町
に
は
５
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム「
と
き
だ
」の
会
員
は
、
上
は
５９
歳

の
方（
北
村
さ
ん
ら
し
い
？
ナ
イ
シ
ョ
で
す

が
！
）か
ら
３２
～
３
歳
の
う
ら
若
き
主
婦

の
方
ま
で
の
１８
人
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
　

実
は
、
多
気
町
に
は
、
別
に
５０
歳
以
上

の
五
十
路(

い
そ
じ)

チ
ー
ム「
タ
ッ
キ
ー

ズ
」が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
８
人
が「
と
き

だ
」の
所
属
で
す
。
余
談
で
す
が
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
中
に
全
国
高
校
総
体
に
出
場

し
た
頼
も
し
い
選
手
が
い
て
、
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

▽
さ
て
、
チ
ー
ム
の
こ
れ
ま
で
の
大
会
で
の

戦
績
と
順
位
は
い
か
が
で
す
か
？
次
の
目

標
は
。

☆
私
た
ち
が
毎
年
、
第
一
に
目
指
す
目
標
の

大
会
は
、「
三
重
テ
レ
ビ
杯
三
重
県
大
会
」

で
す
。

　
　

こ
の
大
会
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
け

ば
県
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
が
、
過
去

に
は
５
回
出
場
し
内
１
回
は
初
戦
を
突

破
し
た
も
の
の
高
い
レ
ベ
ル
の
試
合
で
、

も
っ
と
自
力
の
底
上
げ
を
し
て
、
常
に
勝

て
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
　

毎
週
金
曜
日
の
総
合
練
習
と
第
１
・
第

３
月
曜
日
の
基
本
練
習
日
を
有
効
に
活

用
し
て
目
的
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
「
タ
ッ
キ
ー
ズ
」の
夢
は
、で
っ
か
く“

全

国
大
会
出
場”

で
す
。
ガ
ン
バ
ル
ゾ
ー
。

▽
と
こ
ろ
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
の「
悩
み
」

は
な
い
で
す
か
。

☆
あ
り
ま
す

ヨ
。
試
合
に

な
る
と
出
場

選
手
が
足
り

な
く
な
る

事
で
す
ね
。

こ
れ
も
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
マ
マ
さ
ん
な
の
で
子
ど
も
さ
ん
の
こ

と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
の
事
情
で
、
残
念

で
す
が
出
場
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
生
活

様
式
が
大
き
く
変
化
し
、
核
家
族
化
現

象
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と

思
い
ま
す
。

▽
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、
町
や
議

会
に
対
し
て
要
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

☆
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
協
会
の
負
担
金
や
県
協

会
と
郡
の
試
合
に
か
か
る
登
録
な
ど
の

経
費
、
ま
た
練
習
会
場
の
使
用
料
や
夜

間
練
習
の
電
気
代
な
ど
に
結
構
費
用
が

か
か
る
の
で
、
で
き
れ
ば
町
の
助
成
が
ほ

し
い
で
す
ね
。

▽
最
後
に「
議
会
だ
よ
り
」に
一
言
。

☆
時
々
拝
見
し
ま
す
が
、
見
出
し
で
拾
い

読
み
し
ま
す
。
難
し
い
内
容
や
用
語
ま

た
字
数
が
多
い
と
読
み
に
く
い
で
す
ね
。

（
練
習
会
場
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

い
つ
ま
で
も
背
筋
を
ぴ
ー
ん

　

 

若
々
し
く
美
し
く

歳
を
重
ね
た
い
ね
！

　
ママ
さ
ん
バ
レ
ー『
と
き
だ
』

　
北
村　

晴
美
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

多
気
の
ま
ち
か
ど
か
ら

北村　晴美さん

次回定例会の予定

《開催日時》
　　平成24年第2回定例会
　　6月19日（火）午前9時から
　　庁舎２階　本会議場

一日目の町長の提案理由の説明までと、一般質問の
様子は多気町行政チャンネルで生放送します。
また一般質問は録画放送もします。

録画放送日時等は決まり次第、行政チャンネルでお知
らせします。

Vol.2

「その日」から1年あまりが過ぎた。
議会が終わった日　カーラジオから
繰り返し惨事を伝えるニュース速報
そしてテレビの画面に映し出される
黒い「 ＴＵＮＡＭＩ」ドキュメント
自然が怒ったのか・・・かもしれない。
しかし

東日本は、日本・全世界の絆エールで
つながった。わずかな支援だが多気町
も立ち上がった。町も議会も被災地へ
無残な光景だった　夢かまぼろしか
福島は立ち直れるのか　国の篤く速や
かな援助が何よりも肝心要　急げ！
いつ開く復興の櫻花！　　（Ｋ・Ｎ）


